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要 　　旨

　 タ イ国の 自動車産業が生産 ・輸出拠点 と して の 発展 を続けた結果、部品 メ
ー

カ
ー、とりわけ

一
次サプラ イヤ

ー
企業

は 、製品開発に つ い て も
一
定の 役割を担うこ とが 要求され る こ と に な っ た 。 しか し、タイ系 次 サ プ ラ イ ヤー

の 多く

は、経験不足 もあ りこ れ ま で 製品開発 に 関 わ る 能力 を蓄積す る こ とが で きなか っ た。そ こ で 本研 究 で は、こ うした タ

イ系
一
次 サ プラ イ ヤーの 能力構築をよ り効率的効果 的 に進め る た め の 方法につ い て検討す る。具体 的 に は、組織 レ ベ

ル で の 品質 ・コ ス 1・・納期 （QCD）管理能力形成 に よる 製晶開発能力構築へ の 貢献 に焦点を当て て い る。

　技術移転の 段階論、技術 の 吸収能力に関する議論、品質とイ ノベ ーシ ョ ン の 関係に つ い て の 議論とい っ た既存の 関

連研究で は、こ うした点が必ず しも十分 に論 じられて い ない が、研究対象で ある タ イ系
一

次サプラ イヤ
ー

で は、製品

開発能力構築の 初期段階に あ る こ とか ら、QCD 管理能力 の 持 つ 意味が大 きい と考 えられ る た め で ある。

　結果と して 、タイ系自動車部品メーカーの S社の ケ ース に よ る と、QCD レベ ル の 活動の充実か ら あ らゆ る 要素を

段階的 に発展させ て い くとい う考え方 の 下 で 、能力構築が進め られ て い る こ との 妥当性が説明された。こ の 発展 プロ

セ ス は、3年目 を迎 えた現在 、 順調 に推移してお り、特にエ ン ジニ ア の 能力向．一ヒは確実 な もの で あ る と評価 で きる 。

同産業で は、当初 の S 社の よ うに、製品開発 に直接関係する CAD 設備や テ ス テ ィ ン グ施設の 充実を急 こ うとす る地

場企業が多い が 、 QCD管理 の 充実とそ こ か らの 段階的 な発展が 必要不可欠で あ る とい うこ とが、充分 に理 解 され る

べ きで あ る 。

1．は じめ に

　タ イ国の 自動車産業は 、 1990年代後半の経済危機後

の 国内需要落ち込み を輸出の 拡大 で 補 い なが ら同復 し、

円系を中心 とす る 外資系アセ ン ブ ラーに 生産 ・輸出拠

点 と して 評価 され た結果、2005年 に は年間生 産台数が

100万台 を超 える に至 っ た〔1｝、，こ の 結果 、ア セ ン ブ ラ
ー

と部品 メ
ーカー

の 関係 に も構造変化が 生 じて い る。従

来 は 日本発 の モ デ ル 、あ る い は現 地向け に マ イナ
ー

チ ェ ン ジ したモ デ ル が 主流で あ っ た た め、日本で は承

認図生産 を行 っ て い る部品で も現地 の
一
次サ プ ラ イ

ヤーは 貸与図生 産 を して い れ ば よか っ た 。 と ころ が、タ

イ発 の モ デ ル が導入 され る よ うに な り、安全部品や機

能部品 を生 産す る 日系
一

次サ プ ラ イヤー
の 中に は H 本

の 親会仕の 機能 に頼 りなが ら も承認 図 生産が 進み つ つ

あ る 。 タ イ系の
一

般部 ltlnを生 産す る
・
次サ プ ラ イ ヤー

企業も、テ ス テ ィ ン グや 設計の
．
都 の プ ロ セ ス につ い

て
一
定の役割を担 うこ とが 要求さ れ る こ とに なっ た

（Mori 　2002）。

　しか し、 タ イ系
一
次サ プ ラ イヤー（2〕の 多くは 経験不

足 もあ り、こ れ まで 後述す る 「摺 り合 わせ 」や 「QCD
か らの 開 発」を含む広義 の 製品 開 発能力を蓄積す る こ

とが で きなか っ た。結果 と して 、タ イ系一次サ プ ラ イ

ヤ
ー

が、新た に進出 した 日系部品 メ
ー

カ
ー

などに 「
一

次」の 地位 を奪わ れ て い る 
。 タ イ系

一
次部品 メ

ーカー

が減る こ とは 政治的社会的問題が 生 じる可 能性 が あ る

こ とだ けで なく、コ ス ト削減が 進まない こ と を通 じて

産業全体の 競争力向上 に マ イナ ス の 影響を及ぼ す こ と

が 懸念 され る 。

　本研究で は、タ イ系 次 サ プ ラ イヤ
ー

の 能力構築を

よ り効率的効果的に 進 め る た め の 方法に つ い て 検討す

る。具体的 に は、組織 レ ベ ル で の 品質 ・コ ス ト・納期
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途上 国 企 業 の 製品 開発能 力構築過程に お け る QCD 管理能 力向上 の 効果 （高橋，黒11D

（QCD）管理能力形成 に よ る製 i
］il［，開発能力構築へ の貢献

に焦点 を 当て る 。 次節 で は QCD管理 と製品開発 の 関連

につ い て の先行研究を整理する 。 続い て 、 ケース ス タ

デ ィ と して、日本人専門家 の 指導の 下 で長期的視野 に

立 っ て 製品開発能力の 構築 を進め て い る タイ系
・
次サプ

ラ イヤ
ーS社 の 取り組み を分析する 。 S社は、未だ不十

分で あるQCD管理 能力の 向一L を部品設計 に 進 む前段 と

位置付けて 取 り組、み を始め 、アセ ン ブ ラ
ー

か らの 具体的

な引き合 い とい う成果 に もつ な げて い る 事例 で ある 。

2．組織 レベ ル の QCD 管理能力による製品開発能

　力構築へ の 貢献

　本研究 に 関係す る先行研究と して 3 つ の議論、すな

わ ち  技術移転の 段階論、．  技Pt］’移転 と吸収能力論、 

「QCD 管理 と イ ノ ベ ー
シ ョ ン 」論の 内容を整理 した い

。

  は移 転順 序 を考慮す る こ との 必要性、  は移転効果

を実現す る た め の 受け手側 に 求め られ る条件、  は
一

般的な．    の 議論 に 加えて 、さ ら に 「QCD 管理 と イノ

ベ ー
シ ョ ン 」の 関連 に焦点を当て て い る点が特徴とい

える。

　図 1 は、こ うした既存の 研究領域 （技術移転の段階

論、技術移転効果 と吸収能力論、QCD管理 と イ ノベ ー

シ ョ ン 〉 と本研究 の 関連性 に つ い て 説明 して い る もの

で ある 。 途上 国 における 「もの づ くり能力構築論」を

展開する うえで 、
こ れ らの研究領域の知見を生 かすこ

とが で きる。本研究 で は 「もの づ くり能力構築論」の

うち、と くに企 業 レベ ル 、中で も タイ系企 業 に 焦点 を

当 て る た め 、企業で の もの づ くり入 材の 育成、凵本を

は じめ とす る 先 進 国 の 経営
・生 産 シス テ ム の 移 転 が研

究対象 となる 。そ の 際、QCD 管理 能力の 向上 か ら改善 ・

基本的な エ ン ジ ニ ア リ ン グ を通 じた製品開発能力の 向

上 とい うプロ セ ス をよ り明確に す る必要があ る と考え

る 。 例えば 日本企業や 囗系企業 で な ら必ず しも明示化

され なくて も比較的実践 さ れ て きた内容で ある が、次

節で 述べ るよ うに タイ系企業 で はQCD管理能力の 重要

性が
一
十
’
分 に理 解 され て い な い こ とか らも、こ うした枠

組み の 提示 自体 に 意義があ る と考え られ る。

　能力の 構築過程 につ い て の 議論 は、技術移 転段階論

な ど の 形 で 蓄積 され て きた。こ れ らの 段階論 で は、ま

ずQCD管理、その 後に 研究開発に 関する技術が移転 さ

れ る として い る （1．ll下 ほ か，1989 ；今野，1990；小川，

1990）。 こ こ で は、移転が 比較的容易 な もの か ら順番に

　　　 　　　

　　 　　

　　 　　

　　　　　　　↓　　 ↓
　　　　　
　　　　　
　　　　　

　　　　　

↓ ↓ ↓
QCD 管理能力の

　　　向上
→

改善・基本的なエ

ンジニ ア 1丿ング
→

製品開発能力の

　　　向上

（出所）筆者作成

図 1 既存研究領域と本研究の 関連性
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進 め て い く方法を と っ て い る と考 え られ て い る〔％ た

だ し、本来は、順 を追 っ て 難易度 の高い もの へ 移 る と

い うだ けで は な く、適切 な順序づ けに よ っ て 移転過程

全体の効率性を高め る こ とが求め られ るべ きであろ う。

例えば、本研究 で 検討す る よ うに、QCD 管理能力が高

い 水準にある方が よ り効率的 かつ 効果的 に製品開発能

力 を構築で きる とすれば、技術移転過程全体と して も、

よ り効率的効果的 に な る 。 既存 の 段階論 で は、こ う し

た 点が 十分 な 形 で 議論で きて い る とは い えなか っ た眺

　技術移転論 に は、吸収能力 （absorptive 　capacity ，

Cohen　and 　LeVinthal，1990）に関す る議論もある 。
こ

の 枠組み で 吸収能力 は技術移転の 前提条件 で あり、その

向上 が 移転過程全体の効率 ・効果 を高め る と され る尚
。

こ の 点は、QCD 管理 ・改善が製品開発 の 前提 に なる と

い う本研究の 問題認識 に とっ て 非常 に示唆的 で あ る 。

特定の 技術を移転す る 際に 、 吸収能力の 水準が大きな

影響 を及 ぼ す と い う実証研究 も発表 され て きて い る

（Lin　et　al．，2004 ，　Naruemon 　et　al，
，
2006）。た だ し、先

行研究で 上 げ られ た吸収能力 の 具体的な内容 の 中に は

QCD 管理 ・改善と関わ りの 深い もの が含まれ て い る

が、必ず しもQCD 管理
・
改善経験 の 有用性が明示的 に

述 べ られ て い る わけで は な い 〔 

　近年、QCD 管理 とイノ ベ
ー

シ ョ ン の 関係を論じた
・

連の研究が、この点を検討 して きて い る（S〕
、，具体的に は、

納期 や コ ス トを対象 に含む全社的品質管理 〔TQM ）が、

製品イ ノ ベ ー
シ ョ ン （produCt　innovation）を含め た イ

ノ ベ ー
シ ョ ン能力の 向 ヒに役立 っ て い る とい う結果が 得

られ て い る　（Flynn，1994；Baユdw血 and 　Johnson，1996 ；

Kanji，1996 ；Debackere 　et ．　al．，1997；Chatterji，2001 ；

qanen　et．　aユ．，2002）（9｝。こ の際、品質の 向上はイノ ベ ー

シ ョ ン に 先立 っ て 現れ る もの で あ り 〔Lorente　et　aL ，

1999）、品質は イ ノ ベ ー
シ ョ ン へ の努力をもた らす基礎

で あ る と同時 に （McAdam 　et　al．，2000 ）触媒 で あ る

（McAdam 　and 　Armstrong，2001）とさ れ て い る〔1°）
。

　 しか し、両者 の 関係 を否定的に 見 る研究 も少 な くな

い （Wind　and 　Mahajan，1997；Slater　and 　Narever，1998；

Kim 　and 　Marbougne ，　1999；Singh　and 　Smith ，2004）。

PerdQmo−Ortiz　et，al ，（2006）は、　TQM とイノベ ーシ ョ

ン の 関連 に つ い て の 議論 に 関して 、TQM の 原則 で あ る

「顧客志向」「継続的改善」「チ ー
ム ワ

ーク、エ ン パ ワ
ー

メ ン ト、コ ミ ッ トメ ン ト」に即 して整理 して い る 。 例

えば 「継続的改善」 の 場合、「変化、イノ ベ ー
シ ョ ン、

創造的思考を促進する た め」イ ノベ ーシ ョ ン に も好影

響がある とする
一

方で 、「効率性 を強調する こ とで イノ

ベ ーシ ョ ン に向けた資源が最小化され る」 と も考えら

れ る と して い る（1％

　以 上 の よ うに、こ れ らの
一

連 の 研究 で は、QCD 管理

と イ ノ ベ ーシ ョ ン の 関係 につ い て 意 見 が 分 か れ、必 ず

し もは っ きりと した結論 は 出て い ない 。で は 、本研究

で 事例 とす る タ イ国 の 自動車産業、中で も現地資本の

部品メ
ーカー

の 場合 は ど う考 えられる の だろ うか 。

　先行研究で は、まず対象 を製造業
一

般 と した 例が 大

半 で あ っ た。製品 ア
ー

キテ クチ ャ がイ ン テ グ ラ ル ア
ー

キ テ クチ ャ で 安定的 で あ る 自動車産業 の 特性や、こ う

した特性を強み とする 日系企 業が支配的な 地位を占め

る タ イ 国の 状況が考慮 に 入れ ら れ て い ない 。ま た、何

よ りタ イ国の よ うな i業 化 の 後発 国、開発 途 上 国 に お

ける 吸収能力を高 め なが ら現実的なイ ノ ベ ー
シ ョ ン能

力向上 を進め る とい う課題 に答えて い るわ けで もな い

C’2）。よ り具体的 にい うと、先進国を事例 とした研究 で

見 られ る ように既 に研究開発機能を フ ル セ ッ トで持っ

て い る企業が、当該の活動を進め る上 で 品質、TQM と

い う意味で は コ ス ト、納期 を含む い わ ゆ るQCD管理
・

改善 をどの ように活かす こ とが で きる かが問題 の 焦点

と な っ て い る （Petroni　et　aL ，2003）。 タ イ国の 自動車

産業 は 途上 国の 中で は 先進的 な事例 とい え る が、特 に

タ イ系 企 業 に とっ て は こ れ か ら まさに 製品 開 発機能 の

一
部分 に 関 わ る 能力 を構築す る 段階で あ る。例えば 製

品開発過程の 最も上流 にあ る コ ン セ プ ト創造と比較す

る と現実的な課題 で あ る図面 の リバ イズ 提案、設計変

更対応 とい っ た 内容は 明 らか にQCD管理 の ノ ウ ハ ウ の

生 きる 余地が大 きく、先進国 と状況 は 全 く異なる 。

　藤本 ・新宅 （2007）の 指摘す る 「もの 造 りの 本質は、

「もの を造 る」こ とで は な く、設計情報 を 「もの に 造 り

込 む」 こ と」とい う見 解 に即 して 言 うと、タ イ系
．
次

サ プ ラ イヤ ー
に と っ て QCD 管理 ・改善能力は、「知 （設

計情報）の めぐりの 良い 組織」をつ くる 「官僚制 ・テ

イ ラ
ー

主義 亅に もとつ く後戻 りしな い 組織、組織的な
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改善をもた らす進化能力を構築す る ための 孵化器 とな

る と い え よう。

3．製品開発能力構築の ス テ ッ プとタイ系一
次部品

　 メ ーカーの 状況

　本節 で は、主 に こ れまで の 研究成果や 現 地調査結果

に基 づ い て 、部品 メ
ーカーが どの よ うに 能力 を構築 し

て い くべ きなの か、そ して そ の 能力形成過程 に 合わ せ

て 考察する と、タ イ系の 1 次部品メ
ーカーが 現時点で

どの よ うな状況 に あ るの かを議論 して い く。

　 前述 の とお り、タ イ系 の 部品 メ
ーカーは 自動車 メ

ー

カ
ー

の海外展開の 中で 、 製品開発に参加して い くこ と

を求め られて お り、その 役割を十分 に担うため の 能力

構築が 必至 である 。 しか しなが ら、その 能力 の 発展段

階 を現地調査 を 通 じて 観察して み る と、まだ十分な段

階 に到 達 して い な い こ とが わ か る〔1：％

　 タ イ国 の 自動車産業 は 日系 ア セ ン ブ ラーが 生産台数

ベ ー
ス で 全 体 の 9 割 を占め て お り、開発業務の 移転 を

検詞 して い る の も囗系が中心で ある。日本の 自動車産

業 をベ ー
ス に して い るか らこ そ、本研究で 説明 される

モ デ ル で は 「擦 り合わせ」や 「QCD からの開発」が 重

要 な論点と な っ て い る 。 も と も と安全 部品や 機能部品

は、多 くが 日系部品 メ
ーカー

に ある ため に参入 の 余地

は 限定的 で 、
こ れ か ら タ イ系部品 メーカーが 開発 を担

うに あた っ て は や は り 般 部品が 中心 に な る 。具体的

に は、ア ク セ サ リ
ー

や ボ デ ィ な どを タ イ系が 担うこ と

に な っ て い る。

　図2 に は、自動車メ
ーカー

の 製品開発段階 （工 程）と

その 段階 に準 じて 、部品 メ
ーカー

が備える べ き能力を

示して い る 。 まず 、 自動車メーカー
の 製品開発 は大き

く分けて 、1．要素研究、先行開発、商品企画 とい っ た

最 It流 の 段階、そ して 、2．コ ン セ プ ト創造、3．製晶基

本計画、4．製品エ ン ジ ニ ア リ ン グ、5．工 程 エ ン ジ ニ ア

リ ン グ、の 5段 階 に整 理 する こ とが 可 能 で あ り鋤 、部

品 メ
ーカー

に と っ て は、上 の 段階か ら参入する ほ ど よ

り高度な能力が求め られ る こ とに な る 。 例えば、コ ン

セ プ ト創造 の 段階か らゲス トエ ン ジ ニ ア を介して 開発

に参入す る企業 は日本で も限定され て い るが 、こ の場

合 は自動車 メ
ーカーが 保有 して い ない 技術 を保有 して

い る こ とが 条件とな る。現時点 で タ イ系の部品 メー

カーが こ の 段階か ら参人す る こ と は求め られ て い ない

が、そ の次 の 段階 と な る製品基 本計画や 製晶エ ン ジニ

ア リン グ の段階からの参入 も能力的 に難しい とい うの

が現状 で ある 。 日系部品 メ
ーカー

の 中に は、コ ン セ プ

ト創造部分を タ イ現地法人 の 管理 下で 行うこ と もある

が 、そ の 場合で もタ イ側エ ン ジ ニ ア が 日本 に 出張する

か た ちで本社サ ポ
ー

トの もとで進 め られ て い る の が 実

情 で あ る。こ の 点か ら、タ イ系 の 有力な
一・

次部晶メ
ー

カーに とっ て、現 実的 な狙い は製品エ ン ジニ ア リ ン グ

レ ベ ル で の 参人に な り、それ以 下 の 企業は工 程エ ン ジ

ニ ア リン グ の 段階か らの 参入を検討 して い くべ きで あ

る。こ の様な段階的 な発展戦略は 、 円本の部品 メーカー

群が開発能力を獲得 して い っ た歴史的経験をベ ー
ス に

した もの で 、 産業全体の 発 展経路とい う点で も 「日本

の 経験 の 移植」 とい うこ と に な る 。現在、タ イ 国自動

車産業の 枠組 み が 日系自動車 メーカーを 中心 に形成 さ

れ て い る こ とを考え る と、こ の モ デ ル の
・
般化 に は 妥

当性が あ る 。 過去の 日本 で は、多くの 部品 メ
ーカーは、

こ の ような経路 で徐 々 に経験を蓄積し、業務内容を拡

大して い く中で貸与図 メーカーか ら承認図 メーカーに

な っ た 。

　次 に、図 の 右部で説明 され て い る ように 、 自動車メー

カー
の 開発段階 に 応 じて 部品 メ

ーカー
が保持すべ き能

力 を見て み る と、最も下 流 にあ る 「工程 エ ン ジ ニ ア リ

ン グ」段階か ら の 参入で は、試作品 レ ベ ル で の テ ス ト

能力、工 程 設計能力、金型 ・ジ グ な どの 設 計
・
製造 が

あ る。こ れ は、貸 b
’一図生産の 段階 で あり、図而 に応 じ

て 生産 の 準備が で きる か どうか とい う段階で あ る が、

こ の 前段階 にあ り、工 程や必要なジ グ設計な ど を自動

車メ
ー

カ
ー

に依存して い る 企業も多い
。

一
方で 、 貸与

図生 産 なが ら も工 程 エ ン ジニ ア リン グの 段階から参入

で きる 状況 にあ る 企 業も増加して い る 。

　工 程 エ ン ジニ ア リ ン グ の 段階か ら参入で きる 企業が

次 に 日指す の は、現行モ デ ル の 設計変更能力 や、よ り

幅広い テ ス テ ィ ン グ 能力が 求め られ る 「製品エ ン ジ ニ

ア リ ン グ」段階か ら の 参入 で ある 。 こ の 段階の うち、よ

りE流 の 段階か ら の 参入企業 は、仕様書 に 基づ い た図

面の 作製を任 され る こ とに な り、承認図 メーカーと し
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て参加す る レベ ル に到達す る こ と に なる。こ の 段階 に

差 し掛か っ て い る企業は現時点で約10社程度で あ る と

考 え られ る が （15〕、こ の 前段階 にあ る 多 くの 企業は、1．

自前で テス テ ィ ン グ をこ なすだけの投資が で きな い 、2．

QCD管理 ・改善経験が不足 して い る ため リバ イズ （設

計変更）提案が で きない 、な どの 理 由で こ の 段階 に達

す る こ とが で きない の が 現状で あ る 。 日系自動車 メー

カー
の 戦略 は、こ の 段階 に まで 発展す る 部品 メ

ー
カ
ー

をよ り増 加 させ る こ とで あ る が、上 記 の よ うな 理 由か

ら多くの 部品 メ
ー

カ
ーが な か なか 能力 を獲得 で きず、

工 程エ ン ジニ ア リ ン グ だけは担える とい う下位の 貸与

図 メーカーに留まっ て い る、，

　こ の点か ら も、 改め て前節で展開 され て きたQCD管

理能力向上 と製品開発能力構築の 重要な関係性を説明

す る こ とが で きる と と もに 、こ の 周辺 の 能力が、タ イ

で 現在求め られ て い る能力構築の 重要 な 要素で あ る こ

とが明 らかに な っ て い る。一
方、タ イ系企業 の 間で

QCD管理 能力 の 重 要性 が 十分 に 理解 され て い な い こ と

も否定 で きない 。また、製品エ ン ジニ ア リ ン グ段階か

らの 参入 に なる と、設計能力、テ ス テ ィ ン グ 能力の 強

化に合わせ て 、 社内各部門の リエ ゾン シ ッ プ （情報交

換体制を整備する こ とに よる 円滑 なコ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 関係 の 構築）や自動車 メ
ーカーとの 綿密な情報交換

な ど、い わ ゆ る 「擦 り合 わせ 」能力が 強化され る こ と

が 必 要 とな り、前段階 まで の エ ン ジニ ア リ ン グ側面の

能力構築 と並行 して マ ネジ メ ン ト側 面 の 整備が 重要 と

な っ て い る 。 こ の 点か らは、多 くの タ イ系部品メ
ーカー

が、実験 デ
ー

タの 整理 ・分析、図面変更 ロ グ の 記録 〔設

計変更箇所 の 正確な記録 とその 背景 にある根拠な どの

記録）、 生産サ イ ドか らの フ ィ
ードバ ッ ク の 活用、な ど

の シ ス テ ム 構築を十分 に進めて おらず、や はりマ ネジ

メ ン ト側面 の 能力構築 を強化 して い くこ とが 、次 の ス

自動 車 メーカー
の

製 品 開発 工 程
一

　　　　　 r
部品メ

ーカー
に

求 め られ る能 力 、

1−1 要素研究
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I1−3 商品企画
　 　 　 　 　 　 　 1　

°
1−2 先行開発

　 純粋研 究

1
卜 自動 車メ

ー
カ
ー

を
1

タイ系部 品 メー

カ
ー

の 位 置づ け↓
2 コ ン セ プ ト創造 II

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

上回 腰 素獅 　 1　 辮 後
・高度な開発管理能力　1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 〜2 社

↓
機能別 テ ス ト 　　畢 　　　　 1

3 製品基本計画　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　l

・
マ
ー

ケテ ィ ン グ　　　 1

・高度 な設計能力　　　1
庚 車テ ス ト　　　 1

試 作 車テ ス ト

　　　　畢．　　 　 　 1
4 製晶エ ン ジ ニ ア リン グ　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　 ｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

・社 内各部門の 　 　 1
擦 り合 わせ 関係　　　1　　　　 約 10仕

・
設計変更能力　　　　1

簾響轟磊　 i大量 生産テ ス ト 畢
・ 工程 エ ン ジ ニ ア リン グ 　 　i
　　　　　　　　　　　　　　　 I

・試作 品テ ス ト　　　　1　 約8σ社
・工程設 計

・金型 ・ジ グの 準備
；

、　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿

約100社

　　　　　　　　　　　（出所）藤本 （2001，　2006 〕、及び現地 調査で の 事例 を基 に筆者作成

図 2　製品開発能力 の段 階的構築 と タ イ系 1 次部品 メ
ー

カ
ー

の 現状
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途 上 国企 業 の 製 品 開発 能 力構 築過 程 に お ける QCD 管 理 能 力 向 上 の 効 果 （高橋 ，黒川 ）

テ ッ プへ 進むポイン トと なっ て い る とい える。

4．ケース ス タ デ ィ ：タ イ系自動車部品メ ーカ ーS社

　前節 の ような実情を踏まえて、本節で は製品開発能

力の 構築を進 め て い る S社 の 事例 を紹介す る 。 S社 は、

1980 年代よ り目系自動車メ
ー

カ
ー

の 1次サ プラ イヤ
ー

で あ っ た。家族 経営型 の 企 業 グル
ープ に属 して お り、グ

ル
ープ 8 社の 中で 最 も古い 事業 で ある ラ ジエ

ー
タ製造

を担 っ て い る 。 現在は、ラ ジ エ ータ を コ ア と して 、フ ァ

ン などの 周辺 部晶を合わせ た コ ン ポ
ー

ネ ン トパ ー
ッ

メ
ーカー

へ の 展開を進め て い る 。 自動車 メ
ーカーとの

関係 や 現有能力か ら製品エ ン ジ ニ ア リン グか ら参入で

きる段階の 巾間 レベ ル に位置 して い る企業で あ るが、

承認図の 作成 が 自前 で で きる レベ ル を 目指 して お り、

−k．記の 課題を克服しなが ら能力構築を進め て い くため

に、様 々 な工 夫 を凝 ら して い る 。

　 S社 は、製品開発能力 の 構築 の た め、口本人 の エ ン ジ

ニ ア経験者を迎え、その エ ン ジニ ア を中心とした社内

の 能力構築体制 を 整備 した 。 S社 は、経営環境 の 変化 に

で きる だ け早 く適応で きる ように、早急に製品開発部

門を作 り、能力構築を進展させ て ほ しい とい う希望を

持 っ て い たが、円本人エ ン ジ ニ ア は、まず同社 の 晶質

保証 （QA）部門の 中で 、 能力構築を展開する方法を選

択 した 。 タ イ人 エ ン ジニ ア は近 い 将来、製品開発 に 携

わ る こ と を期待 さ れ て い る が 、QA 部 門 の 中 で まず

QCD 管理 に 関わ る能力 を習得す る こ とを 求め られ た、

具体的 に は、本格的な製品開発 に 入 る前に、こ れ まで

分析 されず単 に蓄積されて きたク レ
ー

ム 情報をタイ人

エ ン ジニ ア に分析 させ る と こ ろ か ら能力構築 を始 め た

（図 3）D

　図 3 は、QA情報 （マ ー
ケ ッ トか らの ク レーム や不良

の 報告情報）を分析 し、 生産部門へ の 改善提案や次期

モ デ ル へ の 開発情報 を導 き出す こ と を 目的 に す る 際に

活用 口∫能 な表で ある。縦 軸 は製 造 時期、横 軸 は ク レー

　　　　ク レーム 数 

ン ＜、　 　 　 　 　 　 　 　 ／
ド゚

生 産時期 　　　
’％・

”圓鹽’
 

oduction1 4 7 5 6 11 6993

1　　 　　 2　　 　　 4　　 　　 2

丶
丶 、　 2　　 2　　 1　　　　　 4
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　 　 　 丶 ．　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 l　 　　 　　 l　　 　　 　 L
　 　 　 　 　

「鹽「■鹽幽
　 　 　 　 　 　 　・、，．1　 　 　 2　 　 　 3　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　

「，■鹽
　 　 　 　 　 　 　 　 　

  鹽r．　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

鹽ぞ．幽．．

轟 難
レーム 日叙

＼ 　
2

1

6

Sep−980ct
−98Nov
−98Dec
−98Jan
−99Feb
−99Mar
−99Apr
−99May
−99

433

”
▲ 　　 l　　　　　 l3D

clai 皿 co 皿ing　 Nov−98Dc −98　　Jan−99　　Feb−99　　Mar−99　　Apr−99　　May−99 ．弓，

／
ク レ

ー
ム 発生

時期
1 ．
2 ．

　　　　　　　　　　　　　　 生 産 量 の 変動

生産サイ ドへ の フ ィ
ードバ ッ ク

開発管理 （特 に情報管理 ・分析）能力の 強化

3 ．改善 （リバ イ ズ〉提案、設計変更の ヒ ン ト発掘

4 ．次モ デル 設計、テ ス テ ィ ン グ方法 へ の 応用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （出 卜斤）　高橋 ・黒 Jll　（2006 ）　よ ｛〕弓1用

図 3QA 情報の 分析 と改善へ の 応用 （数値例）
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ム の報告時期と し、 ク レーム を プ ロ ッ トする と生 産時

期 と ク レ
ー

ム 時期 の 関係性 を分析す る こ とが 可能と

な っ て い る 。 例えば、どの 程度の 期間の 使用 で 不良が

発生 する の か、また製造期間別の ク レーム 数か ら 「ど

の ような 生 産状 況 に お い て どの 程度 の ク レ
ー

ム が発生

して し まっ た の か 」が 明 らか に な る 。 こ の よ うな 分析

か ら QA 部門や 開発部 門 は、生産部門 に対す る改善提

案 の 経験 を蓄積する こ とが で きる し、ク レ
ー

ム の 特徴

か ら部門内で の 設計変更提案や次期モ デ ル の ア イデ ィ

ア を導き出す可能性 を得 る こ と もで きる 。

　こ の よ うな活動を通 じて、現時点で の 自社製晶の 弱

点 を 見出す訓練 を進 め、新製品を開発す る前段階と し

て 、リバ イズ提案を顧客に 出せ る よ うに し よ うと して

い る n 「こ の 段階 を踏 み 機能を理解しな けれ ば、製品開

発 の プ ロ セ ス が 分か らず実際の 開発 な どで きない 」と

い う考え方 に基づ くもの で あみ 、同時 に、こ の よ うな

分析 は、製品開発プロ セ ス に重要な情報を提供する役

割を果 た すマ ーケ テ ィ ン グ活動 の
一

部 を形成する こ と

に もなる。通常、QA活動は製晶開発 の領域 とは考え ら

れ な い が、QAで 得 ら れた情報 は 製品開発 に生かされて

お り、広義で は製品開発プロ セ ス に含め られ る ． 日本

の 企 業 に お い て は 当然 で あ る QA 情報の 活用 とい う部

分 か ら能力 を構築 して い くこ とは、端的 に CAD や研究

活動 に取 り組 み 始め る よ り も効果 的 で あ ろ う。

　また、S杜 で は、他社製品を 分析す る リバ
ー

ス エ ン ジ

ニ ア リ ン グ に取 り組み始め て い る （図 4）。

一
般的に リ

バ ー
ス エ ン ジ ニ ア リン グ は、他社製品の 性能 の 把握 や

導入 され て い る技術を解析する た め に実施 され る 。 と

こ ろ が S社 の 場合は、その ような本来の 目的 の前段階

で あ る 製品の テ ス テ ィ ン グの 経験蓄積 と製品機能 の 理

解を目的として、こ の 作業を タイ 人エ ン ジ ニ ア に推進

させ て い る。こ の テ ス テ ィ ン グ能力 の 強化 は、「テ ス

  外部機関を用い たテ ス テ ィ ン グ の経験蓄積

　 ・設備投資低下による開発参入 コ ス トの 低減。

〔出 所）筆者作成

図 4　S 社の 能力構築戦略
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途上 国企業の 製品開発能 力構築過程に お け る QCD 管理 能力向上 の 効果 （高橋，黒川）

テ ィ ン グ能力は設備の充実だけで 測れ る もの で は な く、

テ ス テ ィ ン グ方法 や デ
ー

タ の 分析能力が成長 して い か

なければ な ら ない 」 とい う考え方 に基づ い て い る 。

　図4で は 、 S社が テ ス テ ィ ン グ能力を強化する た め に

実施 して い る 2 つ の プ ロ グ ラ ム を紹介 して い る。一
つ

は、上 記の とお り リバ ース エ ン ジ ニ ア リ ン グの 実 施 で

ある が、こ れ は 初期段階か らすべ て を社内で まかなお

うとい うもの で は な く、テ ス ト設備や 実査 は外部に 依

存 して お り、テ ス テ ィ ン グの 中で も重要な要素 で ある

1．テ ス ト計画の 策定、2，結果 の 管理 と解析、3．結果

の 活用とい う部分 に力を注 ぐかたちをとっ て い る、，開

発能力の 強化 に おい て 設備面で の 投資ばか りを意識す

る多くの タ イ系企 業と比較する と、極 め て 堅 実 な 能力

構築戦略で あ る とい える 。もう
一

つ の プ ロ グ ラ ム と し

て は、大学 との 人 材育成 面 で の 交 流 が 行 わ れ て い る、、こ

れ は 設 備の 充実 して い る 大学の 研究室 にエ ン ジ ニ ア を

派遣し実験を経験させ る と同時に、この ような企 業と

交流 を持 っ た研究室から輩出される実践的な卒業生を

確実 に採用す る体制にな っ て い る。

　S社の 場合、自前の 設備面 で の テ ス テ ィ ン グ能力を

充実 させ る と い う方法で は なく、外部施設や大学 を利

用 しなが ら、タ イ人エ ン ジニ ア に テ ス テ ィ ン グ を経験

させ る こ と 自体 を 最優先 に進め られ て い る ， 製品開発

は、大きく分けて 、テ ス テ ィ ン グ、ドロ
ー

イ ン グ （設

計）、研究 に 分類で きるが 、そ の 中で も テ ス テ ィ ン グ能

力の 向上を先行 させ る こ とが 重要 で あ る と考え られ て

い る こ とに よ る ，、テ ス テ ィ ン グ の 仕事は、QCD 管理 レ

ベ ル におい て も品質管理業務や 工 程設計 などで存在す

る もの で あ る 。 S社 は、　QCD に 関わ る テ ス テ ィ ン グ能

力が不十分で ある とい う課題 も抱 えて い たため に、こ

の プ ロ ジ ェ ク トがQCDレ ベ ル 向上 と将来の 包括的 な製

品開発能力構築に 向けた 段階的な能力形成 の 両方 に 効

果 を もた らす こ と を期待 して い る 。 結果 と して 、こ の

課題 に取 り組 ん で い る S社 は、ク レ
ー

ム 情報 の 分析 と

同 じ く、リバ イズ提案に 結びつ く情報収集能力 が 強化

され る と 同時 に、工 程設計を独 自で こ なすため の 能力

を向上 で きる よ うに な っ て きて お り、結局 は こ の プ ロ

ジェ ク トで もまずQCD管理段階を優先する 形の 能力構

築を進展 させ て い る 。

　今後、S社は 、 能力の構築状況を見てQA部門か ら製

品開発 の 機能を独立させ る こ とや 内部 で の テ ス テ ィ ン

グ能力 の 充実 を進 め て い く予定であるが 、上 記 の とお

りQCD レベ ル の 活動の 充実か ら、あ らゆ る 要索を段階

的 に 発展 させ て い くとい う考 え方の 下 で 、能力構築 が

進 め られ て い くこ とに な る。こ の 発 展 プ ロ セ ス は、3年

目 を迎えた 現在、順調 に 推移 して お り、特 に エ ン ジ ニ

ア の 能力向上 は確実 な もの で あ る と評価 で きる。当初

の S社 の よ うに、製 il，Ti開発 に直接関係す る CAD 設備や

テ ス テ ィ ン グ施設 の 充実を急こ うとする 地場 企業が 多

い が、QCD管理 の 充実とそ こ か らの段階的な発展が必

要不可欠で あ る と い うこ とが、充分 に理解 され るべ き

で ある 。

　 S 社の 取 り組 み は 成果 を挙げ始 め て い る 。 2007 年 に

入 っ て 、米国系ア セ ン ブ ラーか らの 仕事を受注 す る こ

とに な っ た。こ れ は テ ス テ ィ ン グ を含 め た オ フ ァ
ー

で

あり、製品エ ン ジ ニ ア リ ン グの 後半段階からの 仕事の

受注 となるが、決め千 となっ たの が、こ の 3年間で 蓄

積 して きた テ ス テ ィ ン グの 経験や開発体制の 充実 に対

する高い 評価で ある 。 商談で は、こ の点をア ピール し

て話 が まと まっ た 。 実際、今回の 受注で は、こ れ まで

の プ ロ グ ラ ム で の 経験が生 きて お り、エ ン ジニ ア たち

が ス ム ーズ に テ ス 1・計画策定
・
実査を推進して い る 。

こ

れは S 社 の 戦略 の 妥当性 を示 して お り、メ
ー

カ
ーか ら

評価 され る とい うか た ちで 、そ の 取 り組 み の フ ィ
ー

ジ

ビ リテ ィ が 客観的に 説明 され て い る こ と に なる。

5．結 論

　本研究 は、製品開発能力 の 構築 につ い て、QCD管理

能力が基盤となる こ とを論 じた。また、能力構築 に取

り組 もうとす る タ イ系企 業の ケース ス タデ ィ を通 じて 、

QCD 管理能力向 ヒを導入部分 と した 製品開発能力の 構

築 の 具体例 を提示 した 。 タ イ国自動車 産業 の 発展が、更

なる 技術移転 の 機会や よ り高い 付加価値 を獲得する 機

会に 転換され る た め に は、彼 らが 製品開発能力を構築

し、サ プラ イヤ
ー

シ ス テ ム の 中で
一

定の 役割を果たす

こ とが 不可欠で ある と考 え られ る。今後 は本研究 を踏

まえ、引き続 き対象企業 における観察を実施す る とと

も に、他の 企 業 を対象 と した ケー
ス ス タ デ ィ や 質問票

一76一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Academy of Internetional Business Studies

NII-Electronic Library Service

Japan 　Aoademy 　of 　工nternetional 　Business 　Studies

国 際 ビジ ネ ス 研 究 学会 年報 2007 年

調査を通 じて、本研究 におけ る議論の 展開を図 りたい 。

＊ 本研究 は、科学研究費補助金基盤研究 （C）「タ イ自

　 動車産業にお ける もの づ くり能力開発 に 関す る研究」

　 （研究代表者 ：高橋与志）及び 同若乎研究 〔B）「タ イ

　 国臼動車産業 に お ける 製品開発能力の 構築研究」（研

　 究代表者 ：黒 川基裕）に よ る研 究成 果 の
一

部で ある。

　 ヒ ア リ ン グ調査お よび資料提供で 格段 の 配慮をい た

だい たS社 の 関係の皆様、「国際 ビ ジネス研究学会第

13 回全国大会」に おける研究報告 の 際、司会
・コ メ

ン テ
ーターを務 め て い た だ い た曹斗燮先生 （横浜国

立大学）は じめ貴重なご助言を賜っ た 諸先生方、ま

た 「年報』掲載 に 際 して 種々 ア ドバ イス を頂戴した

お 二 人 の レ フ ェ リ
ー

の 先生方 に対 し、心 よ り感謝の

意を表した い
。

【注】

Cl）

〔2）

c3〕

 

（i）

タ イ自動車工 業会 の まとめ に よる 。

「タ イ系一1とは タ イ国内資本が 100％ の 企業 （pure

Thai）を指す。

た だ し、日系
一
次サ プ ラ イヤ ー

の 製品開発機能 は

日本の 親企業 に 残 っ て お り、囗系ア セ ン ブ ラ
ー

の

親企業との 問で製 品開発 に関す る や り と りが 進 め

られ る こ とが多い 。した が っ て 、タ イ国 に製品開

発機能が移転 して い る と もい えな い 。他の 新興自

動車生産国も同様の 問題 に直面 して い る。イ ン

ド、中国、メ キ シ コ の バ ス ・トラ ッ ク につ い て の

ボ ル ボ社の事例は Ivarson　and 　Alvstam （2005 ）、

南ア フ リカ に つ い て は Lorentzen（2005）、中国

につ い て は Zheng （2005）を参照 。

技術的能力 （teehnological　capabilities）の 議論 で

も、まず日常の オペ レーシ ョ ン 能力を高め た上 で

イ ノ ベ ー
シ ョ ン 能力 を形成す る必要が ある と指摘

して い る （Figueiredo， 2002 ；Berger　and 　Diez，

2006）。

例えば、QCD管理 に用い られ る カ イゼ ン や TQM

とい っ た 手法 を製造部門で 導入活用 した 実績 の あ

る企業で、製造部門 だけで なく設計をはじめとす

る 製品開発部阿で もこれ らの 手法 を活用す る と

い っ た ケース を想定 して い る 。 とりわけ途上 国の

企 業 で は、製品開発 を始 め よ うとする 場合に 品質

管理 ・保 証 や生 産技術 の 経 験者 が 担 当す る こ とは

少な くない 。従 っ て 、（多くの 場合新設の ）製品開

発部門に 移 っ て か ら前職 で の 経験を生 か す機会も

多くなる と考 え られ る。た とえ新規採用の 従業員

が製品開発に携わる場合で も、組織と して学習し

た生産管理手法 を応用で きる可能性 はある だ ろ う。

 

〔7，

 

〔9｝

技術移転効果 と の 関わ りだ けで は な く、よ り
．
般

的な吸収能力研究の展望論文 と して は、Lane　et

al．（2006）がある 。

Naruemon 　et 　al．（2006）は 、タ イ の 包装産業を

事例 と して 吸収能力が 高けれ ば技術移転効果 も高

まる とい う結果 を得て い る。こ こ で は 、先行研究

を踏 ま えて 吸収能力 を 「新技術 の 価値 を理解する

能力」、「新技術を習得する能力」、「新技術 を吸収

する能力」、「新技術を適用す る 能力」の 4 つ に分

類 して い る。Lin　et 　al．（2004＞は、台湾の 電子及

び化学産業を事例 と して、橘：造方程式 モ デ ル の
．・

種 で ある1、ISREL モ デ ル を用い て 吸収能力が大き

ければ技術移転の パ フ ォ
ー

マ ン ス に 正の 影響があ

る こ と を示 した 。 こ こで は、吸収能力の 構成要素

と して 「適合能力 （6項目）」「製造能力 （5項 目〉」

「応用能力 （4 項 目）」 を用 い て い るが 、具体的 な

各項 目 の 内容 に つ い て は 明示 され て い ない 。こ の

他、Lane 　et　aL ，2001 ；Lin　et　al．，2002 ；Zahra 　and

George，2002 ；Van　Den　Bosch　et　al．，2003で も同

様の 議論が 展開 され て い る 。

Prajogo　and 　Sohal（2001）は、包括的な文献サ
ー

ベ イ を行 っ て い る 。

実際 に は QCD 管理能力 と製品開発能力の 関係 を

み て い る の で は な く、QCD 管理 の た め に行 わ れ

る 直接的・間接的な施策 と製品開発 に 関 わ る イ ノ

ベ ーシ ョ ン の パ フ ォ
ーマ ン ス の 関係をみ て い ると

い える 。Prajogo　and 　Sohaユ （2006）は、こ の 点 を

整理 して 「QCDに 関わる TQM 」と「イノ ベ ー
シ ョ

ン に 関わ るTIM （total血 novation 　management ）」

とい う施策群 と「品質お よびイノ ベ ー
シ ョ ン の パ
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途上国 企業の 製品 開 発能力構築過 程 に お け る QCD 管理 能 力向上 の 効果 （高橋，黒川〉

　　 フ ォ
ー

マ ン ス 」の 関係をみ る分析枠組み を提示 し

　　 て い る 。 本研究 で は、施策群 を 関連する 能力の 代

　　 理 変．数 と考える こ と にす る。

　　 Kondo 〔2000）の ように、　 TQM とイ ノ ベ ー
シ ョ

　　　ン で なく、標準化 と イノ ベ ー
シ ョ ン とい う視点か

　　　ら分析 して い る例 もあ る 。 同論文 で は両者 の 関係

　　 を補完的なもの と して い る 。

働 　 こ の 他、中小企業 を対象として、製品開発 の うち

　　 設計機能 の
一

部 （design　for　manUfacturing ）に 焦

　　 点 を当て て、TQM との 関連を分析 して い る 研究

　　 もあ る 〔Youssef，　2002）。

〔11〕　 TQM の 構成要素の 中で も、どの 要素が イ ノ ベ ー

　　 シ ョ ン に対する貢献が高い の か とい う点に つ い て

　　 も、議論が分かれて い る。多くは、management

　　 supPort や human 　resources 　management の よ つ

　　 な
“

soft 　TQM 　practice
”

の 重要性を指摘 して い る

　　 〔McAdam 　et　al．，1998 ；Samson　and 　Terziovski，

　　 1999；Prajogo　and 　Sohaユ，2003，2004b ；Feng　et　al．

　　 2006）。

．．』
方で、process　management や pH 〕duct

　　 designとい っ た
‘’
hard　TQM 　practice

”
も重要な貢

　　 献 を果た して い る とす る研究 もあ る （Perdomo ・

　　 Ortiz　et．aユ．，2006）。MeAdam 　and 　Mitchell（2007）

　　 は、こ れ らの 議論 を包括的 に 捉える た め 、「品質 と

　　 イノ ベ
ー

シ ョ ン は連続体 （continuum ）の 両端に

（12 ）

〔13｝

〔14）

（151

あり、両者 の 関連性 も矛盾 か ら不調和、対立、共

生、多様性 （そ れ ぞ れ が状況 に応 じて 選択で きる

資源 と して 企 業内に 併存）と様 々 な可能性 を持つ 」

とい う概念モ デ ル を提案 して い る。

また、Martensen 　and 　Dah ユgaal
’d （1999）は、QCD

管理能力か らイノ ベ ー
シ ョ ン 能力へ だけで な く、

逆 の 方向の 貢献 もあ り得 る と して い る 。 Wang

and 　Ahmed （2002）は、両方向の フ ィ
ードバ ッ ク

が ヒ手 く実現 した際、「創造的品質と有用なイノ

ベ ーシ ョ ン 」が 可能 に な る と して い る 。

Dinh （2006 ）は、ホ
ー

チ ミ ン 市及 び周辺 地域の

製 造業・サービ ス 産 業 の ISO9000 取得企 業 に つ い

て 、TQM の うち リ
ー

ダ
ー

シ ッ プと人的管理 、工

程 ・戦略管理、オープ ン な紅織が イ ノ ベ ー
シ ョ ン

（新規制 の水準と新製品 ・サ ービス 数）に正 の 影

響 を及ぼ す と した u

2006年 2 月 に実施した タ イ自動車部品 メーカー

へ の ア ン ケー
ト調査 （回収サ ン プル 数 30社）お

よび 2006年8 月、2007 年 3 月 に実施 した現地 ヒ

ア リン グ調査 （10社）に よる。それぞれの 調査 の

詳細 に つ い て は
、 別途論文として まとめ る こ とに

して い る 。

以上 の 整理 は、藤本 （2001）168−171ペ ージ に よ る 。

注 13 の 現地調査結果 に よ る。
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